
令和　　年　　月　　日


内閣府沖縄総合事務局長　殿
　
住　　所　　
名　　称　　
代表者名　
連絡先　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金変更認可申請書


　この度、一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金を下記のとおり変更したいので、道路運送法第９条の３及び同法施行規則第１０条の３の規定に基づき申請いたします。

記

１　氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

氏名又は名称　
住　　　所　　　　
代表者名　　　　

２　変更しようとする運賃及び料金を適用する営業区域

沖縄地区：旧沖縄県本島地区

３　変更しようとする運賃及び料金の種類・額及び適用方法

　　　　別紙のとおり

４　添付書類
	・運賃及び料金の新旧対照表
	・運賃及び料金の種類、額並びに適用方
運賃及び料金の新旧対照表
	
	旧
	新

	特定大型車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	円
	１．６５㎞
	円

	
	
	加算
	ｍ
	１００円
	ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	分  秒毎
	１００円
	分秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	円
	３０分毎
	円

	
	待時間
	分  秒毎
	１００円
	分秒毎
	１００円

	大型車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	円
	１．６５㎞
	円

	
	
	加算
	ｍ
	１００円
	ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	分  秒毎
	１００円
	2分0秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	円
	３０分毎
	円

	
	待時間
	 分  秒毎
	１００円
	2分0秒毎
	１００円

	普通車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	円
	１．６５㎞
	円

	
	
	加算
	ｍ
	１００円
	ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	分  秒毎
	１００円
	分  秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	円
	３０分毎
	円

	
	待時間
	 分  秒毎
	１００円
	分  秒毎
	１００円

	深夜早朝割増料金
	年間を通じて22時から5時まで ２割増
	左記に同じ

	運賃
料金
割引
	身体障害者・
知的障害者・
精神障害者・
免許証返納割引
	１割引
	左記に同じ





別紙
〈新〉
運賃及び料金の種類、額並びに適用方
（沖縄地区：旧沖縄県本島地区）

Ⅰ　運賃及び料金
以下の運賃及び料金は、消費税を含んだ額である。

１．距離制運賃
(１)　運　賃
①　距　離　制
	　　   運賃等
車 種
	初　　乗
	加　　算

	
	距　　離
	運　賃
	距　　離
	運　賃

	
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	円
	ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円

	
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	円
	ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円

	
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	円
	ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円


②　時間距離併用制
	車　種
	距　　離
	時　間
	運　賃

	
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	分　　秒毎に
	100円

	
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	分　　秒毎に
	100円

	
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	　　分　　秒毎に
	100円


(２)　深夜早朝割増
年間を通じて午後１０時から午前５時まで２割増
(３)　公共的割引
①　身体障害者割引は、身体障害者福祉法による身体障害者手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
②　知的障害者割引は、都道府県知事（政令指定都市にあっては、市長）の発行する知的障害者の療育手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
③　精神障害者割引は、精神保健及び精神障害者福祉法に規定する精神障害者保険福祉手帳を所持している者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
④　運転免許証返納高齢者割引は、各都道府県公安委員会の発行する運転経歴証明書を所持している６５歳以上の者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
※公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合、割引の重複はできないものとする。

２．時間制運賃　
(１)　運　賃
	車　種
	時　　　間
	運　　賃

	
	30分まで毎に
	円

	
	30分まで毎に
	円

	
	30分まで毎に
	円


(２)　公共的割引
①　身体障害者割引は、身体障害者福祉法による身体障害者手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
②　知的障害者割引は、都道府県知事（政令指定都市にあっては、市長）の発行する知的障害者の療育手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
③　精神障害者割引は、精神保健及び精神障害者福祉法に規定する精神障害者保険福祉手帳を所持している者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
④　運転免許証返納高齢者割引は、各都道府県公安委員会の発行する運転経歴証明書を所持している６５歳以上の者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
※公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合、割引の重複はできないものとする。

３．待料金

	車　種
	時　　間
	運　賃

	
	　分　　秒毎に
	100円

	
	　分 　秒毎に
	100円

	
	　分　　秒毎に
	100円




Ⅱ　適用方

１．車種区分
	特定大型車
	道路運送車両法施行規則第２条に定める普通自動車（以下「普通自動車」という。）及び小型自動車（以下「小型自動車」という。）のうち乗車定員７名以上のもの。
ただし、身体障害者輸送車（患者輸送車、車椅子移動車を含む以下同じ。）を除く。

	大型車
	普通自動車のうち排気量２リットル（ディーゼル機関を除く。）を超えるもので、乗車定員６人以下のもの。
身体障害者輸送車であって乗車定員７人以上のもの。

	普通車
	普通自動車のうち排気量２リットル（ディーゼル機関を除く。）以下で乗車定員６人以下のもの及び小型自動車で乗車定員６名以下のもの。
普通自動車及び小型自動車のうち身体障害者輸送車であって乗車定員６人以下の及び道路運送車両法施行規則第２条に定める軽自動車（以下「軽自動車」という。）で福祉輸送事業のみに使用するもの。
普通自動車、小型自動車のうち内燃機関を有しないもので乗車定員６人以下のもの。

	備　　　考
	１．ディーゼル機関を搭載した車両については、同一仕様（外寸、内装等）のガソリン車の車種区分を適用する。




２．距離制運賃及び料金
(１)　距離制運賃及び料金の収受は、タクシーメーター器の表示額による。
(２)　距離制運賃の算定は、旅客の乗車した地点から下車した地点までの実車走行距離による。
(３)　時間距離併用制運賃は、走行時速１０キロメートル以下となった場合に適用する。
(４)　待料金は、旅客の都合により車両を待機させた場合に適用する。
(５)　身体障害者割引、知的障害者割引、精神障害者割引及び運転免許証返納高齢者割引は、タクシーメーター器の表示額に０．９を乗じ、１０円未満を切り捨てた額による。
(６)　公共的割引は、営業的割引と重複して適用するものとするが、公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合は、いずれか高い率を適用し、割引の重複はできないものとする。

３．時間制運賃
(１)　時間制による運賃は、観光地の周遊、冠婚葬祭に係る運送等で距離制運賃により難い運送であって、営業所等において特約がある場合に適用する。
(２)　時間制による時間の算定は、車庫、営業所または待機場所を旅客の要請により発車したときから運送を終わるまでの時間による。
(３)　時間制による時間の算定は、３０分単位とし３０分未満の端数が生じた場合は切り上げる。
(４)　時間制運賃は、５０円単位とし、５０円未満の端数は切り捨てるものとする。
(５)　時間制による運賃を適用する場合は、他の割増運賃及び料金は一切適用しない。
(６)　身体障害者割引、知的障害者割引、精神障害者割引及び運転免許証返納高齢者割引は、時間制運賃算出額に０．９を乗じ、１０円未満を切り捨てた額による。
(７)　運送途上において利用者側の都合により解約（契約時間の短縮を含む）された場合、本運送について長時間割引の適用は行わない。この場合の運賃は、最初から旅客の運送を終了するまでの間について通常の時間制運賃が適用されたものとみなして算出する。
(８)　時間制による運賃を適用する場合は、タクシーメーター器にカバーをし、車両前面に「貸切」の表示をして運行する。

４．その他
(１)　自動車航送航路の航送運賃及び有料道路の使用料金は、その実費について旅客の負担とする。
(２)　有料駐車場の利用料金は、その実費について旅客の負担とする。
(３)　ガイド料金（運転手がサービスの一環として無料で行うものを除く）、入場料金、飲食料金その他旅客から特別な負担を求められた場合は、その実費について旅客の負担とする。


【記載例】
令和　　年　　月　　日


内閣府沖縄総合事務局長　殿
　
住　　所　　那覇市〇〇
名　　称　　沖縄総合運輸株式会社
代表者名　運輸　太郎
連絡先　090-〇〇-〇〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇〇＠〇〇.com


一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金変更認可申請書


　この度、一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金を下記のとおり変更したいので、道路運送法第９条の３及び同法施行規則第１０条の３の規定に基づき申請いたします。

記

１　氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

氏名又は名称　那覇市〇〇
住　　　所　　　　沖縄総合運輸株式会社
代表者名　　　　運輸　太郎

２　変更しようとする運賃及び料金を適用する営業区域

沖縄地区：旧沖縄県本島地区

３　変更しようとする運賃及び料金の種類・額及び適用方法

　　　　別紙のとおり

４　添付書類
	・運賃及び料金の新旧対照表
	・運賃及び料金の種類、額並びに適用方
運賃及び料金の新旧対照表
	
	旧
	新

	特定大型車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	７５０円
	１．６５㎞
	８１０円

	
	
	加算
	２８４ｍ
	１００円
	２４８ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	１分４５秒毎
	１００円
	１分４０秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	３，３００円
	３０分毎
	３，７５０円

	
	待時間
	１分４５秒毎
	１００円
	１分４０秒毎
	１００円

	大型車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	65０円
	１．６５㎞
	71０円

	
	
	加算
	２91ｍ
	１００円
	２91ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	１分４５秒毎
	１００円
	2分０秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	３，1００円
	３０分毎
	３，５00円

	
	待時間
	１分４５秒毎
	１００円
	2分０秒毎
	１００円

	普通車
	運賃種別
	上限 ・ A ・ B ・ 下限
	上限 ・ A ・ B ・ 下限

	
	距離制運賃
	初乗
	１．７５㎞
	60０円
	１．６５㎞
	65０円

	
	
	加算
	４00ｍ
	１００円
	350ｍ
	１００円

	
	時間距離制
併用運賃
	時速１０キロ以下
	時速１０キロ以下

	
	
	２分２５秒毎
	１００円
	２分２０秒毎
	１００円

	
	時間制運賃
	３０分毎
	２，25０円
	３０分毎
	２，5５０円

	
	待時間
	２分２５秒毎
	１００円
	２分２０秒毎
	１００円

	深夜早朝割増料金
	年間を通じて22時から5時まで ２割増
	左記に同じ

	運賃
料金
割引
	身体障害者・
知的障害者・
精神障害者・
免許証返納割引
	１割引
	左記に同じ





別紙
〈新〉
運賃及び料金の種類、額並びに適用方
（沖縄地区：旧沖縄県本島地区）

Ⅰ　運賃及び料金
以下の運賃及び料金は、消費税を含んだ額である。

１．距離制運賃
(１)　運　賃
①　距　離　制
	　　   運賃等
車 種
	初　　乗
	加　　算

	
	距　　離
	運　賃
	距　　離
	運　賃

	特定大型上限
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	810円
	248ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円

	大型上限
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	710円
	291ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円

	普通上限
	最初の
1,65ｷﾛﾒｰﾄﾙまで
	650円
	350ﾒｰﾄﾙ増す
毎に
	100円


②　時間距離併用制
	車　種
	距　　離
	時　間
	運　賃

	特定大型上限
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	1分40秒毎に
	100円

	大型上限
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	2分　0秒毎に
	100円

	普通上限
	時速10ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の
走行について
	　2分20秒毎に
	100円


(２)　深夜早朝割増
年間を通じて午後１０時から午前５時まで２割増
(３)　公共的割引
①　身体障害者割引は、身体障害者福祉法による身体障害者手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
②　知的障害者割引は、都道府県知事（政令指定都市にあっては、市長）の発行する知的障害者の療育手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
③　精神障害者割引は、精神保健及び精神障害者福祉法に規定する精神障害者保険福祉手帳を所持している者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
④　運転免許証返納高齢者割引は、各都道府県公安委員会の発行する運転経歴証明書を所持している６５歳以上の者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
※公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合、割引の重複はできないものとする。

２．時間制運賃　
(１)　運　賃
	車　種
	時　　　間
	運　　賃

	特定大型上限
	30分まで毎に
	3,750円

	大型上限
	30分まで毎に
	3,500円

	普通上限
	30分まで毎に
	2,550円


(２)　公共的割引
①　身体障害者割引は、身体障害者福祉法による身体障害者手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
②　知的障害者割引は、都道府県知事（政令指定都市にあっては、市長）の発行する知的障害者の療育手帳を所持しているものに適用できるものとし、割引率は１割とする。
③　精神障害者割引は、精神保健及び精神障害者福祉法に規定する精神障害者保険福祉手帳を所持している者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
④　運転免許証返納高齢者割引は、各都道府県公安委員会の発行する運転経歴証明書を所持している６５歳以上の者に適用できるものとし、割引率は１割とする。
※公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合、割引の重複はできないものとする。

３．待料金

	車　種
	時　　間
	運　賃

	特定大型上限
	1分40秒毎に
	100円

	大型上限
	2分 0秒毎に
	100円

	普通上限
	2分20秒毎に
	100円




Ⅱ　適用方

１．車種区分
	[bookmark: _Hlk87433362]特定大型車
	道路運送車両法施行規則第２条に定める普通自動車（以下「普通自動車」という。）及び小型自動車（以下「小型自動車」という。）のうち乗車定員７名以上のもの。
ただし、身体障害者輸送車（患者輸送車、車椅子移動車を含む以下同じ。）を除く。

	大型車
	普通自動車のうち排気量２リットル（ディーゼル機関を除く。）を超えるもので、乗車定員６人以下のもの。
身体障害者輸送車であって乗車定員７人以上のもの。

	普通車
	普通自動車のうち排気量２リットル（ディーゼル機関を除く。）以下で乗車定員６人以下のもの及び小型自動車で乗車定員６名以下のもの。
普通自動車及び小型自動車のうち身体障害者輸送車であって乗車定員６人以下の及び道路運送車両法施行規則第２条に定める軽自動車（以下「軽自動車」という。）で福祉輸送事業のみに使用するもの。
普通自動車、小型自動車のうち内燃機関を有しないもので乗車定員６人以下のもの。

	備　　　考
	１．ディーゼル機関を搭載した車両については、同一仕様（外寸、内装等）のガソリン車の車種区分を適用する。




[bookmark: _Hlk119515150]２．距離制運賃及び料金
(１)　距離制運賃及び料金の収受は、タクシーメーター器の表示額による。
(２)　距離制運賃の算定は、旅客の乗車した地点から下車した地点までの実車走行距離による。
(３)　時間距離併用制運賃は、走行時速１０キロメートル以下となった場合に適用する。
(４)　待料金は、旅客の都合により車両を待機させた場合に適用する。
(５)　身体障害者割引、知的障害者割引、精神障害者割引及び運転免許証返納高齢者割引は、タクシーメーター器の表示額に０．９を乗じ、１０円未満を切り捨てた額による。
(６)　公共的割引は、営業的割引と重複して適用するものとするが、公共的割引のうち、複数の割引条件に該当する場合は、いずれか高い率を適用し、割引の重複はできないものとする。

３．時間制運賃
(１)　時間制による運賃は、観光地の周遊、冠婚葬祭に係る運送等で距離制運賃により難い運送であって、営業所等において特約がある場合に適用する。
(２)　時間制による時間の算定は、車庫、営業所または待機場所を旅客の要請により発車したときから運送を終わるまでの時間による。
(３)　時間制による時間の算定は、３０分単位とし３０分未満の端数が生じた場合は切り上げる。
(４)　時間制運賃は、５０円単位とし、５０円未満の端数は切り捨てるものとする。
(５)　時間制による運賃を適用する場合は、他の割増運賃及び料金は一切適用しない。
(６)　身体障害者割引、知的障害者割引、精神障害者割引及び運転免許証返納高齢者割引は、時間制運賃算出額に０．９を乗じ、１０円未満を切り捨てた額による。
(７)　運送途上において利用者側の都合により解約（契約時間の短縮を含む）された場合、本運送について長時間割引の適用は行わない。この場合の運賃は、最初から旅客の運送を終了するまでの間について通常の時間制運賃が適用されたものとみなして算出する。
(８)　時間制による運賃を適用する場合は、タクシーメーター器にカバーをし、車両前面に「貸切」の表示をして運行する。

４．その他
(１)　自動車航送航路の航送運賃及び有料道路の使用料金は、その実費について旅客の負担とする。
(２)　有料駐車場の利用料金は、その実費について旅客の負担とする。
(３)　ガイド料金（運転手がサービスの一環として無料で行うものを除く）、入場料金、飲食料金その他旅客から特別な負担を求められた場合は、その実費について旅客の負担とする。
